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凡
例

1
、  

直
恒
の
音
階
論
は
時
期
に
よ
り
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、直
恒
の
音
階

論
そ
の
も
の
を
指
す
時
は
、
そ
の
最
終
形
と
思
わ
れ
る
十
段
音
法
の
名
で
代
表
さ

せ
、
括
弧
を
付
け
ず
に
記
し
て
い
る
。

2
、  

十
段
音
法
に
は
音
高
と
音
程
が
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
示
さ
れ
な
い
。し
た
が
っ

て
厳
密
に
は
音
階
で
は
な
く
音
組
織
図

0

0

0

0

と
で
も
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。周
知
の
よ
う
に

音
階
と
い
う
用
語
は
近
代
以
降
に
西
洋
音
楽
理
論
か
ら
取
り
入
れ
た
翻
訳
語
で
も

あ
る
。
が
、本
稿
で
は
近
現
代
の
謡
の
音
階
論
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
十
段
音
法
を

論
じ
る
こ
と
か
ら
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
に
一
括
し
て
音
階

0

0

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

3
、  

本
稿
で
は
現
在
の
音
名
を
示
す
時
に
は
、特
に
断
り
の
な
い
場
合
は
現
行
観
世
流
の

音
名
を
使
用
す
る
。こ
れ
は
現
在
の
謡
の
音
楽
研
究
に
お
い
て
観
世
流
の
現
行
音
名

が
通
行
し
て
い
る
こ
と
、お
よ
び
本
稿
の
内
容
が
専
ら
観
世
流
の
音
階
論
を
中
心
と

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

4
、  

文
中
の
『
そ
な
へ
は
た
』
の
引
用
は
、
大
谷
節
子
・
松
居
郁
子
「
京
観
世
謡
伝
書

『
そ
な
へ
は
た
』
解
題
と
翻
刻
」（
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

第
四
五
巻
。 

二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。

一
、
江
戸
中
期
の
謡
の
音
階
と
音
階
論

直
恒
の
音
階
論
を
論
じ
る
前
に
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
謡
曲
音
階
の
変
遷
を
確
認

し
、
謡
伝
書
で
謡
の
音
階
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

Ⅰ
音
階
の
変
遷

謡
に
は
現
在
、
ヨ
ワ
吟
（
和
吟
と
も
）・
ツ
ヨ
吟
（
強ご

う

吟
・
剛
吟
と
も
）
と
い
わ
れ
る
、

音
階
・
発
声
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
の
全
く
異
な
る
二
種
類
の
謡
い
方
が
あ
る
。
し
か
し
音

階
的
に
は
、も
と
も
と
は
現
在
の
ヨ
ワ
吟
音
階
に
近
い
も
の
一
種
類
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

江
戸
中
期
に
お
け
る
謡
曲
音
階
論
の
形
成
│
岩
井
直
恒
の
十
段
音
法
を
考
察
す
る

│
高
橋　

葉
子

は
じ
め
に

本
稿
は
江
戸
中
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
観
世
流
地
謡
方
、岩
井
直
恒
（
享
保
十
二
（
一
七
二
八
）
〜
享
和
二
（
一
八
〇
二
））
に
よ
る
謡
曲
音
階
論

の
形
成
過
程
を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
と
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

岩
井
直
恒
は
謡
の
名
手
で
あ
る
と
同
時
に
稀
代
の
理
論
家
で
も
あ
っ
た
。
直
恒
考
案
の
謡
伝
書
は
い
く
つ
か
伝
存
す
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、『
そ

な
へ
は
た
』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
））
は
、
江
戸
中
期
の
謡
の
姿
を
伝
え
て
い
る
点
で
大
変
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
謡
の
音
楽
構
造
や
記

譜
法
を
体
系
的
に
説
い
た
理
論
書
と
し
て
、
世
阿
弥
の
音
曲
論
に
は
じ
ま
る
謡
の
音
楽
理
論
の
歴
史
の
中
で
画
期
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿

で
取
り
上
げ
る
十
段
音
法
は
直
恒
の
音
楽
理
論
の
根
幹
を
な
す
音
階
論
で
、『
そ
な
へ
は
た
』
に
お
い
て
は
「
十
段
之
音
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

は
こ
の
「
十
段
之
音
」
の
検
討
を
主
軸
と
し
、
そ
の
前
身
の
「
謡
ノ
音
儀
」
と
、
改
訂
を
経
た
最
終
形
と
思
わ
れ
る
「
十
段
音
法
」
の
内
容
を
比
較

し
て
、江
戸
中
期
に
お
い
て
体
系
的
な
音
階
論
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、謡

の
音
高
や
音
程
に
対
す
る
意
識
や
思
想
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
謡
、
音
階
、
京
観
世
、
謡
伝
書
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れ
て
い
る
。
現
在
の
ヨ
ワ
吟
と
ツ
ヨ
吟
は
、
曲
想
に
よ
る
発
声
や
表
現
の
違
い
が
、
次
第

に
音
高
や
音
程
関
係
の
違
い
を
伴
っ
て
分
化
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
謡
の
音
階
を
特
定
し
得
る
歴
史
資
料
は
大
変
少
な
い
が
、
謡
の
音
高
を
、
宮

商
角
徴
羽
の
五
声
や
黄
鐘
・
盤
渉
な
ど
の
十
二
律
で
表
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ

れ
を
も
と
に
、
音
階
と
旋
律
型
の
変
遷
の
お
お
よ
そ
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

譜
例
1
、
譜
例
2
は
い
ず
れ
も
横
道
萬
里
雄
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
た
音
階
で
あ
る（1）
。
譜

例
3
の
現
行
の
音
階
も
横
道
に
従
っ
た
。
白
ヌ
キ
で
示
し
た
音
は
音
階
の
主
要
音
で
あ

る
。
譜
例
1
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
成
立
の
謡
伝
書
『
塵
芥
抄
』
に
記
さ
れ
た
五

声
十
二
律
に
基
い
て
割
り
出
さ
れ
た
音
階
で
あ
る
。
確
認
で
き
る
音
階
は
一
種
類
で
あ

り
、
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
は
、
謡
い
方
と
し
て
何
ら
か
の
区
別
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
音

階
的
に
は
未
分
化
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
音
階
は
、
そ
の
後
高
桑
い
づ
み
に
よ
る

『
下
間
少
進
手
沢
車
屋
謡
本
』
の
研
究
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る（2）
。

譜
例
2
は
文
化
元
年
か
ら
八
年
（
一
八
〇
四
―
一
一
）
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
豊

ぶ
ん
の

文ふ
み

秋あ
き

篳
篥
譜
』（
以
下
「
文ぶ
ん

秋し
ゅ
う

譜
」
と
略
す
）
に
基
づ
く
音
階
で
あ
る
。「
文
秋
譜
」
と

は
、
雅
楽
の
笙
の
師
家
で
あ
る
豊
文
秋
が
自
筆
の
篳
篥
譜
の
冊
子
に
、
十
二
律
を
用
い
て

謡
を
記
譜
し
た
も
の
で
、
現
在
ツ
ヨ
吟
で
謡
わ
れ
る
曲
が
高
砂
な
ど
二
曲
、
ヨ
ワ
吟
で
謡

わ
れ
る
曲
が
羽
衣
な
ど
五
曲
、計
七
曲
が
採
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ

吟
二
種
類
の
音
階
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ
吟
が
版
行
謡
本
に
初
め
て
表
記
さ
れ
た
の
は
、「
六
徳
本
」
と
通
称
さ

れ
る
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
出
版
の
下
掛
謡
本（3）
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な

く
と
も
天
和
以
前
に
、こ
の
二
つ
の
吟
が
音
楽
的
に
謡
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、文
化
初
年
に
は
両
吟
が
音
階
的
に
も
は
っ
き
り
分
化
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
、
譜
例
3
の
現
行
音
階
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、「
文
秋
譜
」
の
ヨ
ワ

吟
音
階
が
現
行
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
の
に
対
し
、ツ
ヨ
吟
音
階
の
方
は
大
き
く
違
っ
て
い

る
。
現
行
の
ツ
ヨ
吟
音
階
は
極
端
な
変
容
を
遂
げ
た
結
果
、
上
音
と
中
音
、
下
音
と
下
ノ

中
音
が
同
じ
音
高
に
集
約
さ
れ
、音
程
も
狭
め
ら
れ
て
い
る
（
下
音
と
上
音
の
音
程
が
ヨ

ワ
吟
短
七
度
に
対
し
ツ
ヨ
吟
短
三
度
）
の
だ
が
、「
文
秋
譜
」
で
は
こ
れ
ら
の
音
は
未
だ
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別
の
音
高
を
保
っ
て
い
る
。
音
程
も
現
行
よ
り
広
く
、
下
音
と

中
音
の
音
程
は
ヨ
ワ
吟
と
同
じ
完
全
四
度
（
現
代
は
短
三
度
）

を
保
ち
、
下
音
と
上
音
の
音
程
も
完
全
五
度
で
あ
る
。「
文
秋

譜
」
の
音
階
は
、
現
在
の
特
異
な
ツ
ヨ
吟
音
階
が
成
立
す
る
ま

で
の
過
渡
的
様
相
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
直

恒
の
時
代
の
音
階
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

凡
例
で
述
べ
た
よ
う
に
直
恒
の
音
階
論
か
ら
は
音
階
構
成
音

相
互
の
客
観
的
な
音
程
関
係
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
直
恒
の
音
階
論
は
安
永
七
年
頃
か
ら

寛
政
四
年
頃
の
記
録
で
、「
文
秋
譜
」
と
は
わ
ず
か
に
二
、三
十

年
の
隔
た
り
で
あ
る
か
ら
、
大
枠
に
お
い
て
は
直
恒
の
音
階
も

「
文
秋
譜
」に
近
似
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば

「
文
秋
譜
」
に
は
甲
グ
リ
音
が
認
め
ら
れ
る
が
、こ
の
音
の
存
在

を
明
確
に
確
認
で
き
る
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
直
恒
が
安
永
頃

に
記
し
た
音
階
図
が
最
初
と
思
わ
れ
、
音
階
構
成
の
点
で
も
両

者
に
は
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
、た
と
え
二
、三
十
年
の
隔
た

り
で
あ
っ
て
も
、
音
程
が
変
化
す
る
可
能
性
は
当
然
あ
る
。
直

恒
時
代
の
音
階
と
し
て
想
定
で
き
る
の
は
あ
く
ま
で
、『
塵
芥

抄
』
か
ら
「
文
秋
譜
」
に
い
た
る
過
渡
的
な
音
階
で
「
文
秋
譜
」

に
近
似
し
た

0

0

0

0

も
の
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

謡
の
旋
律
は
、
音
進
行
の
規
則
に
も
と
づ
く
い
く
つ
か
の
小

旋
律
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
従
っ

て
音
階
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
音
の
進
行
規
則
が
異
な
れ
ば
、
実

際
の
旋
律
は
異
な
る
。
こ
の
進
行
規
則
に
も
歴
史
的
に
大
き
な

変
遷
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

本
稿
で
は
音
進
行
の
規
則
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
音
階
と
音
階

論
の
み
を
扱
う
。
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Ⅱ
江
戸
中
期
の
音
階
論

『
塵
芥
抄
』
や
「
文
秋
譜
」
な
ど
歴
史
資
料
は
、
そ
れ
自

体
は
音
階
を
示
し
た
り
音
階
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は

な
い
。『
塵
芥
抄
』
に
は
音
階
構
造
の
図
示
に
近
い
も
の
も

認
め
ら
れ
る
が
、
理
論
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、「
文

秋
譜
」
は
音
楽
的
興
味
で
採
譜
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
謡
を

謡
う
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は

謡
の
盛
行
を
反
映
し
て
、
謡
に
関
す
る
研
究
書
や
手
引
書
が

数
々
編
ま
れ
版
行
も
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
発
音
、
発
声
、

旋
律
、
技
巧
等
が
詳
細
に
解
説
さ
れ
る
の
に
対
し
、
謡
の
構

成
音
や
音
高
自
体
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
か
ろ

う
じ
て
謡
の
構
成
音
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
例
を
挙
げ

て
み
よ
う
。

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
刊
行
の
『
音
曲
玉
淵
集（4）
』
は

全
五
巻
か
ら
な
る
大
部
の
著
で
、
音
韻
、
拍
律
、
旋
律
な
ど

謡
に
関
す
る
総
合
的
な
解
説
書
と
し
て
江
戸
中
期
を
代
表

す
る
音
楽
書
で
あ
る
。
こ
の
本
で
は
謡
の
構
成
音
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。（
旧
字
体
を
改
め
濁
点
と
句

読
点
を
適
宜
加
え
た
）

　

  

十
二
律
は
本
来
絲
竹
の
調
子
に
専
ら
備
り
た
る
物
な
れ

ば
上
古
の
神
楽
歌
催
馬
楽
等
絲
竹
に
合
す
る
詠う

た

ひ
物
に

は
此
調
子
第
一
に
吟
味
せ
る
成
る
べ
し
。
謠
曲
の
調
子
は

能
、
囃
子
、
素
諷
、
其
時
其
場
の
相
応
を
第
一
と
し
て
畢

竟
絲
竹
の
律
に
合
す
る
物
に
あ
ら
ず
。
呂
と
地
声
と
ハ
ル

と
高
き
と
又
た
ぎ
り
て
高
き
と
五
位
也
。
然
れ
ば
壹
、平
、

双
、
黄
、
盤
の
五
調
子
に
て
足
る
な
り
。（
後
略
）
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謡
の
声
の
高
さ
は
時
と
場
合
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
絶
対
的
な
音
高
は
な
い
こ
と

を
先
ず
説
き
、
そ
の
種
類
は
低
い
声
（
呂
）、
自
然
に
発
す
る
声
（
地
声
）、
張
る
声
（
ハ

ル
）、
高
い
声
（
高
き
）、
更
に
高
く
出
す
声
（
た
ぎ
り
て
高
き
）
の
五
種
類
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
十
二
律
の
壱
越
・
平
調
・
双
調
・
黄
鐘
・
盤
渉
の
「
五
調
子
に
て
足
る
」
と

い
う
の
は
、
一
見
、
五
種
類
の
謡
の
声
を
そ
れ
ぞ
れ
壱
越
・
平
調
・
双
調
・
黄
鐘
・
盤
渉

に
当
て
は
め
て
音
高
を
規
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
そ
う
で
は
な
く
、そ
の
後

の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
春
な
ら
ば
双
調
、
北
向
の
座
敷
な
ど
は
盤
渉
」
と
、
謡
全
体
の
声

の
調
子
や
雰
囲
気
を
季
節
や
状
況
に
応
じ
て
変
え
る
の
が
よ
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
高
き
」「
た
ぎ
り
て
高
き
」
な
ど
五
種
類
の
声
音
の
互
い
の
音
程
関
係
に
は
全
く
触
れ
ら

れ
な
い
。
同
書
で
は
上
音
、
中
音
、
下
音
な
ど
の
音
名
も
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

ら
と
「
高
き
」
や
「
た
ぎ
り
て
高
き
」
な
ど
の
五
種
類
の
音
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
の
後
は
「
上
音
に
は
臍
下
を
沈
め
て
息
を
は
り
、下
音
に
は
臍
下
を
は
り
息

を
ゆ
る
め
て
謡
出
す
」
な
ど
発
声
の
心
構
え
や
、「
呂
へ
落
す
所
、
是
は
落
す
章
よ
り
陰

息
に
謠
ひ
、
中
程
に
て
必
息
の
起
る
所
有
を
押
へ
（
後
略
）」
等
、
フ
シ
の
謡
い
方
の
説

明
に
移
っ
て
し
ま
い
、
音
組
織
の
話
題
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

時
代
は
降
っ
て
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
奥
書
を
持
つ
写
本
『
素
謳
要
略（5）
』
は
、

謡
の
拍
律
や
フ
シ
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
し
た
本
で
あ
り
、謡
の
音
に
つ
い
て
「
上
音
ノ

上
中
下
、
中
音
ノ
上
中
下
、
下
音
の
上
中
下
」
と
、
三
層
九
段
階
に
捉
え
た
記
述
が
あ

る
。
し
か
し
こ
の
直
後
に
「
又
張ハ

ル

繰ク
ル

入
ル
等
に
て
七
音
十
二
律
に
叶
」
と
続
き
、「
張
繰

入
ル
」
等
の
フ
シ
で
先
の
九
つ
の
音
を
彩
り
、様
々
な
調
子
を
生
み
出
す
こ
と
は
「
自
然

の
理
」
だ
と
す
る
。
そ
の
後
は
文
字
の
伸
縮
や
緩
急
、
発
音
、
ゴ
マ
節
の
説
明
に
移
り
、

音
構
成
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

音
階
論
は
直
恒
を
除
け
ば
、近
代
に
な
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

二
、『
そ
な
へ
は
た
』
と
「
十
段
之
音
」

岩
井
直
恒
は
京
都
の
観
世
流
地
謡
方
で
、江
戸
の
家
元
と
の
取
次
家
と
し
て
重
き
を
な

し
た
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
の
四
代
当
主
で
あ
る
。
宝
暦
十
一
年
に
は
江
戸
に
在
住
し
て

十
五
代
観
世
大
夫
元
章
の
も
と
で
修
行
し
て
い
る
。考
証
的
な
性
格
で
理
論
的
な
思
考
に

優
れ
、
か
つ
筆
ま
め
で
、
江
戸
中
期
の
能
の
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い

る
。『

そ
な
へ
は
た
』（
天
明
六
年
）
は
直
恒
の
代
表
的
な
謡
伝
書
で
、昭
和
七
年
に
池
内
信

嘉
が
、著
書
『
謡
稽
古
の
常
道
』（
昭
和
七
年
十
月
。
日
月
社
）
に
「
十
段
之
音
」
と
「
音

の
部
」
の
全
文
を
紹
介
し
（
一
〇
六
―
一
〇
九
頁
）、廣
瀬
政
次
も
同
年
九
月
の
『
観
世
』

誌
上
に
、「
徳
川
時
代
に
書
か
れ
た
謡
曲
に
関
す
る
最
重
要
の
文
献
」
と
し
て
、「
音
の

部
」
か
ら
一
部
を
抜
粋
、紹
介
し
て
い
る（6）
（「
謡
曲
の
音
階
に
関
す
る
文
献
（
二
）」。『
観

世
流 

節
の
研
究
』（
昭
和
六
二
年
。
檜
書
店
）
所
収
）。
が
、
こ
の
よ
う
に
早
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
容
は
も
と
よ
り
所
在
さ
え
明
ら
か
で
な
く
、

な
か
ば
伝
説
的
な
書
物
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
、岩
井
家
の
筆
頭
弟
子
で
あ
っ
た
大
阪
の

大
西
家
に
『
そ
な
へ
は
た
』
を
含
む
岩
井
家
史
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

現
当
主
大
西
智
久
氏
の
協
力
と
大
谷
節
子
氏
の
尽
力
に
よ
り
研
究
に
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
同
書
は
大
谷
節
子
・
松
居
郁
子
両
氏
に
よ
っ
て
全
文
が
翻
刻
さ
れ
た
（「
京
観

世
謡
伝
書
『
そ
な
へ
は
た
』
解
題
と
翻
刻
」
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

第
四
五
巻
。 

二
〇
一
二
年
）。
ま
た
前
半
部
分
の
現
代
語
訳
と
解
説
を
藤
田
隆
則
・
丹
羽
幸
江
両
氏
と

筆
者
が
行
っ
た
（「『
そ
な
へ
は
た
』
を
現
代
語
訳
す
る
試
み
」
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本

伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
『
謡
を
楽
し
む
文
化
』
所
収　

二
〇
一
六
年
）。『
そ
な
へ
は

た
』の
全
体
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
翻
刻
や
解
説
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本
稿
に

は
「『
そ
な
へ
は
た
』
を
現
代
語
訳
す
る
試
み
」
と
重
複
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
お
赦

し
い
た
だ
き
た
い
。
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直
恒
は
、
謡
本
の
章
法
（
記
譜
）
の
乱
れ
を
正
す
べ
く
、
み
ず
か
ら
章
法
の
改
訂
を

行
っ
た
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
師
で
あ
る
元
章
が
断
行
し
、
直
恒
自
身
江
戸
で

の
修
行
中
に
下
書
き
に
関
わ
っ
た
大
規
模
な
謡
本
改
正
、「
明
和
改
正
謡
本
」
刊
行
に
対

す
る
批
判
と
危
機
感
だ
っ
た（7）
。『
そ
な
へ
は
た
』
は
、
直
恒
が
謡
指
南
家
と
し
て
の
矜
持

を
か
け
て
自
ら
の
記
譜
の
理
念
を
伝
え
、岩
井
派
の
記
譜
法
と
謡
の
規
則
を
示
し
た
書
で

あ
る
。「
十
段
之
音
」
は
そ
の
記
譜
法
と
謡
の
規
則
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
も

の
で
、
同
書
凡
例
に
も
「
十
段
の
音
を
心
得
て
後
、
見
る
べ
し
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ
「
十
段
之
音
」
の
特
徴

「
十
段
之
音
」（
写
真
1
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
階
段
状
の
十
個
の
音
に
よ
っ
て
謡
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
1
は
そ
の
翻
刻
で
あ
る
。

謡
の
音
を
フ
シ
や
技
巧
と
切
り
離
し
て
音
高
順
に
整
理
し
、最
高
音
か
ら
最
低
音
ま
で

を
一
貫
し
て
示
し
た
も
の
は
、『
そ
な
へ
は
た
』
以
前
に
は
文
章
と
し
て
も
図
と
し
て
も

存
在
し
な
か
っ
た
。そ
の
意
味
で
右
図
は
能
楽
に
お
け
る
音
階
図
の
嚆
矢
と
言
え
る
も
の

で
あ
る
。

『
そ
な
へ
は
た
』
は
ま
ず
こ
の
図
を
示
し
、
続
い
て
「
音
の
部
」
で
各
音
の
機
能
を
概

説
し
、
そ
の
の
ち
に
個
々
の
フ
シ
や
墨
譜
の
説
明
に
は
い
る
と
い
う
具
合
に
、
理
論
書
と

し
て
の
構
成
も
適
切
で
あ
る
。「
音
の
部
」
の
説
明
の
最
初
は
一
の
音
で
は
な
く
、
最
も

基
本
的
な
音
と
さ
れ
る
「
上
音
」
つ
ま
り
四
の
音
で
あ
る
。
多
少
長
く
な
る
が
四
の
音
の

説
明
を
全
文
引
用
し
よ
う
。

上
音

謡
の
正
音
也
。
凡
、
壱
越
調
を
用
べ
し
。
次
第
、
名
乗
、
サ
シ
抔
、
始
て
発
声
す
る
所

に
印
付
ざ
る
は
上
音
と
知
る
べ
し
。
奥
に
至
り
て
は
印
あ
る
所
も
あ
り
、又
な
き
所
も

あ
り
。
准
て
知
る
べ
し
。
十
段
に
配
当
し
て
四
の
音
也
。
此
音
よ
り
二
の
音
へ
上
り
、

六
の
音
へ
下
る
間
に
は
、
大
方
三
の
音
へ
通
ひ
て
行
也
。
五
の
音
へ
下
る
時
は
、
三
の

音
へ
通
は
ず
に
下
る
也
。
三
の
音
と
五
の
音
と
は
、
此
四
の
音
の
裏
な
り
。

上
音
の
性
格
や
上
音
に
関
係
す
る
旋
律
の
進
行
規
則
を
簡
潔
明
快
に
説
明
し
て
い
る
。

「
十
段
之
音
」
と
は
写
真
1
の
音
階
図
だ
け
で
な
く
、
音
の
機
能
や
音
進
行
に
関
す
る
こ

の
よ
う
な
体
系
理
論
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
謡
伝
書
に
お
い
て
は
、
個
々
の
フ
シ
（
旋
律
型
の
小
単
位
）
の
謡
い
方

や
、
技
巧
に
関
す
る
手
引
き
が
説
か
れ
る
の
が
専
ら
で
、
音
名
と
フ
シ
の
名
称
は
未
分
化

で
あ
り
、主
要
な
音
以
外
は
音
名
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
音
の
性

写
真
1　
「
十
段
之
音
」（
大
西
家
蔵
『
そ
な
へ
は
た
』
よ
り
）

図
1
「
十
段
之
音
」
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格
や
機
能
は
、
謡
い
方
の
説
明
の
た
め
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
体
系
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。音
楽
構
造
自
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
発
想
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
「
十
段
之
音
」
は
謡
の
理
論
化
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
的

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。但
し
十
二
律
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
上
音
の
み
で
他
の
音

に
は
記
さ
れ
ず
、そ
の
た
め
各
音
の
音
高
と
音
程
関
係
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
い
か
に
も
惜
し
ま
れ
る
。

音
階
理
論
と
し
て
の
「
十
段
之
音
」
の
特
徴
を
あ
げ
る
な
ら
ば
次
の
五
点
に
な
る
だ
ろ

う
。①

音
高
を
示
さ
な
い
。

②
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
と
も
一
つ
の
音
階
と
し
て
い
る
。

③
す
べ
て
の
音
に
名
前
を
付
け
て
い
る
。

④
す
べ
て
の
音
を
数
字
で
表
し
て
い
る
。

⑤
音
の
性
格
（
表
・
裏
）
を
規
定
し
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
五
点
に
そ
っ
て
考
察
す
る
。

Ⅱ
考
察

①
音
高
を
示
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

直
恒
は
上
音
を
壱
越
と
し
て
い
る（8）
が
、
こ
れ
は
何
か
の
書
物
の
引
き
写
し
で
は
な
く
、

実
は
雅
楽
の
楽
師
を
呼
ん
で
実
験
を
し
た
結
果
の
実
測
値
で
あ
る
。そ
の
実
験
の
様
子
が

『
そ
な
へ
は
た
』
に
は
か
な
り
紙
数
を
割
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
手
短
に
引
用
す

る
。（
傍
線
筆
者
）

か
の
人
（
雅
楽
の
道
に
詳
し
い
人
…
筆
者
注
）
笛
を
と
り
て
…
略
…
謡
の
ハ
ル
、
ウ
、

下
等
の
音
に
し
た
が
ひ
て
律
を
か
へ
ら
れ
し
也
。
然
ら
ば
、一
曲
の
調
子
は
何
れ
の
律

に
や
…
略
…
い
ざ
や
十
二
律
を
以
て
試
ば
や
と
、
楽
士
三
人
と
謡
曲
の
徒
三
人
を
集

め
、
各
十
二
律
を
と
り
て
、
律
に
応
じ
て
声
を
発
し
、
又
、
声
を
発
し
て
是
に
合
ふ
律

を
も
と
め
、
…
略
…
数
返
試
る
に
、
い
つ
と
て
も
上
音
の
一
越
調
に
叶
ふ
時
は
心
よ
く

…
略
…
上
音
を
以
て
正
音
と
し
、
一
越
調
に
叶
ふ
を
よ
し
と
す
る
よ
り
外
は
、
此
沙
汰

に
及
ば
ず
と
も
す
み
ぬ
べ
し
。
…
略

こ
の
よ
う
に
直
恒
は
、
笛
の
奏
者
が
ハ
ル
や
ウ
、
下
と
い
っ
た
音
階
音
一
つ
一
つ
に

十
二
律
を
当
て
は
め
た
の
を
聞
い
て
い
る
の
だ
が
、彼
に
と
っ
て
の
問
題
は
一
々
の
音
の

高
さ
で
は
な
く
、「
一
曲
の
調
子
」
な
の
だ
っ
た
。
現
代
の
音
楽
研
究
に
と
っ
て
は
ま
こ

と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
謡
の
音
の
高
さ
は
、謡
が
進
む
に
つ
れ
高
く
な
る
の

が
一
般
で
あ
り
、一
つ
の
音
を
延
ば
す
だ
け
で
忽
ち
高
く
な
り
も
す
る
。
逆
に
詞
の
内
容

に
応
じ
て
部
分
的
に
低
く
抑
え
て
謡
う
事
も
多
々
あ
る
。謡
の
音
高
は
実
際
に
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、楽
器
の
一
定
し
た
音
高
に
は
置
き
換
え
ら
れ

な
い
と
考
え
る
の
は
、
い
わ
ば
当
然
で
も
あ
る
。

直
恒
の
示
そ
う
と
し
た
の
は
あ
く
ま
で
音
構
造
で
あ
り
、音
高
や
音
程
の
実
測
値
で
は

な
か
っ
た
。
上
音
を
十
二
律
で
示
し
た
の
は
、
そ
れ
が
謡
の
最
も
基
本
と
な
る
音
「
正

音
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と
が
肝
心
な
こ
と
で
あ
り
、あ
と
は

音
高
や
音
程
よ
り
大
事
な
こ
と
が
あ
る
、と
い
う
考
え
で
あ
る
。
現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ

ば
、
音
楽
理
論
と
し
て
未
熟
で
あ
る
と
断
ぜ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
理
念

が
謡
と
い
う
音
楽
を
形
づ
く
り
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、そ
れ
ら

が
具
体
的
な
音
楽
の
姿
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
理
念
と
は
、端
的
に
言
え
ば
〝
音
高
よ
り
大
事
な
こ
と
が
あ
る
〞
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
が
、そ
れ
は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
現
代
の
謡
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
楽
理
研
究
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、音
程
が
定
ま
ら
ず
音
高
が
絶
え

ず
変
化
し
て
ゆ
く
謡
の
特
徴
は
、旋
律
楽
器
を
伴
わ
な
い
声
楽
ゆ
え
の
属
性
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は
属
性
で
は
な
く
欠
か
せ
な
い
本
質
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。

②
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
と
も
一
つ
の
音
階
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

ツ
ヨ
吟
・
ヨ
ワ
吟
が
、
文
化
初
年
に
は
音
階
的
に
も
は
っ
き
り
違
っ
て
い
た
こ
と
は



159

（
六
十
四
）

「
文
秋
譜
」
の
例
で
す
で
に
見
た
。『
そ
な
へ
は
た
』
に
お
い
て
も
例
え
ば
、「
甲
ノ
ク
リ
」

の
説
明
と
し
て
「
強
吟
に
の
み
あ
り
て
和
吟
に
は
な
し
」
と
す
る
な
ど
、十
段
の
音
が
そ

の
ま
ま
ツ
ヨ
・
ヨ
ワ
両
吟
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
の
二
つ
の
吟
を
一
つ
の
音
階
で
表
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ
吟
の
違
い
を
音
階
の
違
い
と
捉
え
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。
謡
の
音
構
造
は
あ
く
ま
で
一
つ
で
あ
り
、た
だ
そ
の
謡
い
方
に
よ
っ
て
吟
の
違
い

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。両
吟
が
あ
ま
り
に
も
乖
離
し
た
現
代
で
は
説
明

な
し
に
は
理
解
し
に
く
い
こ
と
だ
が
、そ
の
差
が
現
代
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
か
っ
た
直
恒

の
時
代
の
人
々
に
は
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

直
恒
の
考
証
的
性
格
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
彼
の
覚
書
類
に
は
、
謡
や
舞
の

型
、
地
拍
子
や
囃
子
に
関
す
る
考
察
が
数
多
く
書
き
留
め
ら
れ
、
そ
れ
は
観
世
流
に
は
な

い
曲
に
も
及
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
。
引
用
は
省
く
が
、
複
雑
な
拍
子
当
た
り
に
つ
い
て
も
、
実

際
の
演
奏
法
の
説
明
に
終
始
せ
ず
、謡
と
囃
子
双
方
の
拍
子
当
た
り
を
理
論
的
に
整
理
し

た
上
で
、そ
れ
ら
が
実
演
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
折
り
合
う
べ
き
か
を
考
え
る
と
い
う

よ
う
に
、ま
ず
規
範
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
実
際
を
導
く
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
直
恒
は

み
ず
か
ら
地
拍
子
論
を
説
く
中
で
体0

と
用0

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
ツ
ヨ
・
ヨ
ワ

両
吟
を
一
つ
の
音
構
造
と
し
て
把
握
す
る
点
に
も
、体0

と
し
て
の
音
構
造
に
対
し
て
実
際

の
音
を
運
用
す
な
わ
ち
用0

と
考
え
る
体
用
論
の
影
響
が
見
て
と
れ
る
。す
で
に
構
成
音
間

の
音
程
に
違
い
の
生
じ
て
い
た
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
を
一
つ
の
音
階
で
示
し
た
の
は
、
従
っ

て
、
両
吟
の
差
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
（
確
か
に
小
さ
か
っ
た
の
だ
が
）、
直
恒

が
謡
の
音
構
造
の
根
本
を
示
す
こ
と
を
第
一
と
し
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
で
音
高
が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、音
程
は
吟
の
違
い
と
し
て
重
視
さ
れ

て
い
な
い
。
ヨ
ワ
吟
と
ツ
ヨ
吟
の
違
い
は
、一
部
の
フ
シ
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
る
も

の
の
、
た
と
え
ば
上
音
・
中
音
間
の
音
程
が
両
吟
で
ど
う
違
う
か
、
と
い
っ
た
音
程
関
係

に
つ
い
て
は
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
吟
の
違
い
と
し
て
重
要
な
の
は
、

こ
の
時
代
何
で
あ
っ
た
の
か
。
ヨ
ワ
吟
の
謡
い
方
が
、
装
飾
技
法
の
イ
ロ

0

0

と
関
連
し
て

様
々
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、ツ
ヨ
吟
の
発
声
や
表
現
に
関
す
る
直
恒
の
記
述
は

あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。少
な
い
記
述
か
ら
ツ
ヨ
吟
の
特
徴
と
発
達
過
程
を
探
る
こ
と

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

③
す
べ
て
の
音
に
名
前
を
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て

音
の
名
称
は
、
現
代
で
こ
そ
流
儀
ご
と
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
た
と

え
流
儀
内
で
も
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、観
世
流
で
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
統
一
的
に
使
わ
れ
て

い
た
の
は
「
上
音
」「
ハ
ル
」「
ク
リ
（
ク
ル
）」
の
三
種
類
に
す
ぎ
な
い
。
謡
本
で
音
高

が
示
さ
れ
る
の
は
原
則
と
し
て
段
落
の
初
め
や
句
頭
で
あ
り
、そ
れ
も
必
ず
示
さ
れ
る
訳

で
は
な
い
が
、い
っ
た
ん
謡
い
出
し
て
か
ら
問
題
に
な
る
の
は
音
高
で
は
な
く
声
の
上
げ

下
げ
、
つ
ま
り
フ
シ
で
あ
り
、
声
の
上
下
は
ゴ
マ
点
だ
け
で
も
指
示
で
き
る
う
え
、
フ
シ

に
は
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
で
一
々
音
高
を
指
示
す
る
必
要
は
な
い
。従
っ
て
実

用
的
に
は
、す
べ
て
の
音
に
名
前
を
付
け
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
直
恒
が
十
段
す
べ

て
の
音
に
名
前
を
つ
け
た
の
は
実
用
の
た
め
で
は
な
く
、一
つ
に
は
理
論
の
完
成
の
た
め

で
あ
り
、も
う
一
つ
は
そ
の
理
論
を
使
っ
て
能
率
的
な
稽
古
や
統
制
の
と
れ
た
謡
を
実
現

す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

「
十
段
之
音
」
に
は
音
高
・
音
程
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
音
の
部
」
に
お
い
て
音
の

位
置
や
進
行
法
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
音
の
機
能
が
わ
か
り
、
機

能
的
に
現
行
の
ど
の
音
に
相
当
す
る
か
が
わ
か
る
。
十
段
の
音
を
、現
在
の
観
世
流
の
音

名
や
謡
本
で
の
表
記
例
に
対
応
さ
せ
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
表
中
の
※
印
は
、「
十

段
之
音
」（
写
真
1
）
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
「
音
の
部
」
で
明
示
さ
れ
て
い
る
音
名

で
あ
る
。
偶
数
番
の
「
表
（
お
も
て
）
の
音
」
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。
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音
名
で
特
に
注
意
す
べ
き
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

ⅰ
．
中
音
・
下
音

直
恒
は
音
の
説
明
の
部
で
、
六
の
音
を
「
実ま

こ
と（
振
り
仮
名
筆
者
）
は
中
音
と
い
ふ
べ

し
」
と
し
、八
の
音
を
「
実
に
下
音
と
い
ふ
べ
き
は
是
な
り
」
と
明
記
し
て
い
る
。
何
故

そ
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
六
の
音
以
下
は
歴
史
的
に
、
上
音
域
に
対

す
る
下
音
域
と
い
う
意
味
で
下
音

0

0

と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
も
宝
生
・
金

春
・
喜
多
の
三
流
で
は
、
下
音
と
い
え
ば
六
の
音
を
さ
し
て
い
る
。
で
は
中
音

0

0

と
い
う
呼

称
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、こ
れ
は
歴
史
的
に
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
定
義
の
定
ま
ら
な

い
名
称
で
あ
る
が
、五
の
音
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
現
在
の
大
成
版
謡
本
に
お
い
て

「
中
ニ
」
が
中
ウ
キ
の
高
さ
を
意
味
す
る
の
も
そ
の
名
残
で
あ
る
。
し
か
し
直
恒
の
時
代

は
、観
世
流
に
お
い
て
「
中
音
」
と
い
う
言
葉
が
現
代
の
そ
れ
と
同
じ
く
六
の
音
を
指
す

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。明
和
改
正
謡
本
で
現
行
の
中
音
の
箇
所
に
一
致

す
る
「
中
」
の
表
記
が
、そ
れ
以
前
の
謡
本
に
比
べ
て
格
段
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、そ
れ
は
窺
え
る
。
直
恒
は
い
ち
早
く
そ
し
て
新
し
く
「
中
音
」
の
意
味
を
確
定
し

て
い
る
。
現
行
観
世
流
の
「
中
音
」
の
定
義
は
直
恒
に
発
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

六
と
八
の
音
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
⑤
で
ふ
た
た
び
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

ⅱ
．
ヒ
ゾ
リ
・
テ
ラ
ス

「
ヒ
ゾ
リ
」
と
「
テ
ラ
ス
」
は
、
現
在
能
楽
五
流
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、寡
聞
に
し
て
岩
井
派
の
文
献
に
お
い
て
し
か
用
例
を
知
ら
な
い
。
現
在
の
観
世
流

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、直
恒
周
辺
の
み
で
の
呼
称
と
思
わ
れ
る
。
前
後
す
る

が
、
後
述
す
る
『
十
段
音
法
聞
書
』（
寛
政
四
年
の
写
本
）
に
も
、「
ヒ
ゾ
リ
と
云
も
私
の

名
な
り
」
と
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
な
用
語
で
は
な
く
岩
井
派
で
私
的
に
使
っ
て
い
た
言

葉
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

「
ひ
ぞ
る
」
と
は
「
乾
い
て
そ
り
か
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
い
か
に
も
高
音
域
の
裏0

の
音
0

0

の
感
じ
が
伝
わ
る
名
前
で
あ
る
。
右
に
引
い
た
『
十
段
音
法
聞
書
』
で
は
、上
音
の

イ
ロ
の
付
け
方
に
関
連
し
て
「
ひ
ぞ
る
」
の
語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
テ
ラ
ス
」

も
、「
面
を
照
ら
す
」
の
よ
う
に
、
上
を
向
い
て
そ
の
時
光
が
当
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起

す
る
言
葉
で
あ
る
。
岩
井
派
の
大
西
一
門
か
ら
大
正
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
謡
曲
秘
伝
書（9）
』

の
中
で
「（
上
音
か
ら
中
音
に
）
て
ら
し
て
下
げ
る
」
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
お
り
、
岩
井

派
で
は
こ
の
用
語
が
近
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
中
期
に
は
、た

と
え
ば
明
和
五
年
に
大
坂
で
出
版
さ
れ
た
謡
手
引
書
『
唱
曲
弁
疑（10）
』
に
「
浮
は
上
中
下
に

有
、
声
を
浮
行
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
音
に
お
い
て
も
浮
く

0

0

と
い
う
表
現
が
一
般
的

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
明
和
改
正
謡
本
に
も
、現
在
の
「
上
ウ
キ
」
と
同

じ
意
味
で
上
音
に
ウ
の
記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。し
か
し
直
恒
は
あ
え
て
上

音
で
は
浮
く

0

0

と
言
わ
ず
に
、以
前
か
ら
自
分
が
使
っ
て
い
た
独
自
の
言
葉
を
選
ん
だ
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
方
が
声
の
扱
い
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
代
で
は
、

中
音
―
中
ウ
キ
の
音
程
と
、
上
音
―
上
ウ
キ
の
音
程
は
同
じ
長
2
度
で
あ
る
か
ら
、
上
が

り
方
は
同
じ
と
捉
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
直
恒
は
否
と
答
え
る
に
違
い
な

い
。
こ
れ
は
イ
ロ
の
技
法
や
上
音
系
の
音
の
進
行
パ
タ
ー
ン
（
旋
律
型
）
の
変
化
と
関

わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
指
摘
に
と
ど
め
る
。

表
1十

段
之
音

現
行
観
世
流
の
音
名

一　

甲
ノ
ク
リ

二　

ク
リ

三　

ヒ
ゾ
リ
・
テ
ラ
ス

四　

上
※

音
・
上
・
ハ
ル

五　

ウ
・
中

六　

中

※

音
・
中
・
ウ
・
下

七　

下
ウ
・
シ

※
タ
ウ
キ

八　

下

※

音

九　

シ
ホ
ル

十　

呂

甲
グ
リ

ク
リ

上
ウ
キ

上
音
・
ハ
ル

中
ウ
キ

中
音

下
ノ
中

下
音

下
ノ
崩
シ
・
ス
エ
ル
・
オ
サ
エ

呂
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ⅲ
．
シ
ホ
ル

こ
の
名
称
は
、『
そ
な
へ
は
た
』
の
中
で
、
こ
の
「
十
段
之
音
」
の
外
に
は
フ
シ
の
説

明
に
一
度
現
れ
る
だ
け
で
あ
る
。そ
も
そ
も
実
際
の
謡
の
中
で
九
の
音
の
出
番
が
少
な
い

の
で
用
例
も
少
な
い
の
だ
が
、
今
の
所
、
他
の
書
に
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。
現
在
「
崩

シ
」
と
言
わ
れ
る
、
屈
折
し
た
調
子
の
低
い
音
に
こ
の
名
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、お
そ
ら
く
「
萎
れ
る
」
を
語
源
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な

く
「
シ
ホ
ル
」
は
、
上
掛
の
「
ク
リ
」
に
対
応
す
る
、
下
掛
（
金
春
流
・
金
剛
流
・
喜
多

流
）
に
特
有
の
フ
シ
の
名
（
ま
た
は
音
名
）
で
あ
り
、特
別
高
い
音
の
名
で
あ
る
。
こ
の

表
記
の
別
で
上
掛
と
下
掛
の
区
別
が
で
き
る
ほ
ど
に
特
徴
的
な
用
語
で
あ
り
、音
曲
伝
書

に
も
古
く
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
て
、博
学
な
直
恒
が
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難

い
。
た
と
え
ば
直
恒
の
手
記（11）
に
は
、明
和
六
年
に
『
謡
曲
微
考
』
と
い
う
本
を
転
写
し
た

箇
所
が
あ
り
、
ク
ル
と
シ
ホ
ル
を
（「
少
し
違
あ
り
」
と
は
す
る
も
の
の
）
同
類
と
見
做

す
記
事
も
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。「
ヒ
ゾ
リ
」
や
「
テ
ラ
ス
」
と
同
様
に
、
直
恒
は
下
掛

の
「
シ
ホ
ル
」
を
知
り
な
が
ら
あ
え
て
こ
の
語
の
語
感
を
重
視
し
て
九
の
位
置
に
使
用
し

た
と
思
わ
れ
る
。

④
す
べ
て
の
音
を
数
字
で
表
し
た
こ
と
に
つ
い
て

音
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
独
特
の
音
名
を
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
十
段
之

音
」
で
は
そ
れ
を
数
字
に
置
き
換
え
る
と
い
う
大
胆
な
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。『
そ
な

へ
は
た
』
凡
例
に
は
「
音
に
か
ゝ
る
趣
を
述
る
に
、
ハ
ル
、
ウ
等
に
て
し
る
せ
ば
廻
り
遠

き
ゆ
え
に
十
段
の
音
に
て
印
す
」
と
、説
明
の
便
宜
の
た
め
に
数
字
化
と
い
う
方
法
を
考

え
出
し
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
て
、こ
れ
が
全
く
合
理
的
な
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
措
置

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
「
ウ
」
の
印
も
「
中
」
の
印
も
複
数
の
音
に
用
い
ら
れ
る

た
め
紛
ら
わ
し
い
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
「
中
音
」
や
「
下
音
」
の
意
味
も
流
動
的
な

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
数
字
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
恒
が
意
図
し
た
通
り
、『
そ

な
へ
は
た
』
で
は
音
や
フ
シ
の
説
明
が
明
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば

「
ク
ル
」
の
説
明
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
先
に
も
引
い
た
『
唱
曲
弁
疑
』
で
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ク
ル　

く
り
あ
ぐ
る
也
、
く
る
と
は
る
は
二
字
の
曲
と
言
、
ま
へ
の
文
字
を
ふ
ん
ば
つ

て
く
る
べ
し
。
ハ
ル
も
同
じ
。

こ
こ
で
は
「
く
り
あ
げ
る
」「
ふ
ん
ば
る
」
と
い
う
感
覚
的
な
表
現
で
謡
い
方
が
説
明
さ

れ
る
の
み
で
、「
ク
ル
」
と
「
ハ
ル
」
の
違
い
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
そ

な
へ
は
た
』
の
「
ク
ル
」
の
説
明
は

ク
ル　

ク
リ
と
い
ふ
二
の
音
な
り
。三
の
音
以
下
よ
り
二
の
音
へ
上
る
印
な
り
。

等
よ
り
四
の
音
に
下
る
也
。　

と
い
う
よ
う
に
、ど
の
音
か
ら
ど
の
音
へ
と
い
う
移
動
規
則
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。『
そ

な
へ
は
た
』
で
は
一
貫
し
て
数
字
に
よ
る
説
明
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
合
理
的
で

明
快
な
説
明
を
行
う
謡
伝
書
は
江
戸
時
代
で
は
（
あ
る
い
は
現
代
に
お
い
て
す
ら
）
他
に

類
を
見
な
い
。「
ヒ
ゾ
ル
」
や
「
シ
ホ
ル
」
な
ど
感
覚
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
一
方
で
の
徹

底
し
た
合
理
性
は
興
味
深
い
。

⑤
音
の
性
格
を
明
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て

主
要
音
と
い
う
べ
き
、
旋
律
の
基
軸
と
な
る
安
定
的
な
音
と
、
補
助
音
と
い
う
べ
き
経

過
的
ま
た
は
装
飾
的
、浮
動
的
な
音
を
明
確
に
分
類
し
た
点
も
優
れ
た
構
想
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
陰
陽
の
考
え
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、そ
れ
は
決
し
て
牽
強
付
会

の
論
で
は
な
く
、音
の
性
格
と
発
声
に
合
致
し
て
お
り
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
そ
な
へ
は
た

0

0

0

0

0

や
あ
や
は
と
り

0

0

0

0

0

と
い
う
書
名
は
、
謡
を
、
経
糸
横
糸
を
あ
や
な
し
て
美
し

い
織
物
を
織
り
あ
げ
る
こ
と
に
擬
え
る
古
来
の
譬
え
に
因
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。そ
の

経
糸
横
糸
に
あ
た
る
も
の
が
、
横
主
（
竪
）
の
声
、
呂
律
の
声
、
陰
陽
の
声
と
い
わ
れ

る
、
拮
抗
し
ま
た
は
補
い
合
う
二
つ
の
声
で
あ
る
。
発
声
や
息
の
扱
い
、
声
の
調
子
や
心
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持
な
ど
様
々
な
要
素
に
お
い
て
異
な
る
こ
の
二
つ
の
声
を
和
す
る
こ
と
が
、謡
に
と
っ
て

最
も
大
事
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
陰
陽
、表
裏
か
ら
な
る
謡
の
音
の
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
「
十
段
之
音
」
で
最
も
重
要
な
事
だ
と
も
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
音
の
表
裏
を
二
列
に
分
け
て
表
示
し
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。十
段

の
音
を
一
列
に
並
べ
て
説
明
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、こ
の
よ
う
に
主
要
音
と
補
助
音
が

互
い
違
い
に
な
る
形
で
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
謡
が
「
主
要
音
―
補
助
音
―
主
要
音
」

と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
の
積
み
重
ね
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
視
覚
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。あ
る
い
は
直
恒
が
謡
の
実
践
の
中
で
こ
の
積
み
重
ね
の
構
造
を
感

じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
図
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、②
で
問
題
と
し
た
六
と
八
の
音
に
つ
い
て
再
び
考
え
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
こ
の
二
つ
の
音
は
、
元
来
は
同
じ
下
音
域
の
二
つ
の
音
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
。
が
、「
主
要
音
―
補
助
音
―
主
要
音
」
と
い
う
構
造
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
四
の

音
と
並
ん
で
謡
の
骨
格
を
な
す
主
要
音
で
あ
り
、そ
の
意
味
に
お
い
て
四
、六
、八
の
三
つ

は
同
格
な
の
で
あ
る
。
六
の
音
を
「
ウ
＝
浮
く
」
と
い
う
音
の
動
き
で
捉
え
て
い
る
限

り
、こ
の
構
造
は
は
っ
き
り
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
こ
の
構
造
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
三
つ
の
音
名
に
は
上
音
・
中
音
・
下
音
と
い
う
体
系
的
概
念
に
直
結
す
る
名
前
が
ふ

さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。
補
助
的
な
五
の
音
を
表
し
て
い
た
「
中
」
は
、こ
う
し
て
主
要
音

の
名
前
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、「
謡
ノ
音
儀
」

「
謡
ノ
音
儀
」（
写
真
2
）
は
、
大
西
家
に
伝
わ
る
直
恒
の
手
記
の
一
つ
、『
直
恒
聞
書

　

兼
愚
考（12）
』（
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
〜
天
明
元
年
（
一
七
八
一
））
に
記
さ
れ
て
い

る
。

Ⅰ
音
階
論
の
契
機

図
2
は
「
謡
ノ
音
儀
」
の
翻
刻
で
あ
る
。
原
図
の
左
に
あ
る
《
自
然
居
士
》
の
譜
例
は

割
愛
し
た
。
手
記
で
は
「
謡
ノ
音
儀
」
の
前
後
の
記
事
は
互
い
に
無
関
係
で
、直
恒
が
こ

れ
を
考
え
た
い
き
さ
つ
な
ど
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
記
事
に
年
記
は
な
い
が
、
前
後
の
記
事
の
年
記
か
ら
判
断
す
る
と
、
書
か
れ
た
の

は
安
永
七
年
か
八
年
と
思
わ
れ
、
七
年
と
す
る
な
ら
ば
『
そ
な
へ
は
た
』（
天
明
六
年
）

の
八
年
前
で
あ
る
。　

『
そ
な
へ
は
た
』
は
直
恒
が
精
魂
を
傾
け
て
行
っ
た
天
明
の
改
章
事
業
の
根
幹
と
な
る

理
論
書
だ
っ
た
。
し
か
し
同
書
に
よ
れ
ば
、改
章
の
試
み
は
安
永
年
間
に
も
行
わ
れ
た
が

完
遂
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
安
永
の
改
章
の
時
期
を
知
る
記
事
が
、直
恒
の
別
の
手

記（13）
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
一
例
を
挙
げ
る
。

春
近
と
い
ふ
謡
、
脇
名
乗
に
し
て
も
可
作
哉
と
、
君
家
と
相
談
し
安
永
六
年
當
家
章
改

め
候
砌
、
左
の
通
新
に
作
り
候
故
、
爰
に
記
し
置
く
。

写
真
2　
「
謡
ノ
音
儀
」（
大
西
家
蔵
『
直
恒
聞
書　

兼
愚
考
』
よ
り
）

図
2　
「
謡
ノ
音
儀
」
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他
に
も
改
章
を
安
永
六
年
と
明
記
す
る
記
事
が
あ
る
の
で
、
こ
の
年
記
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。「
謡
ノ
音
儀
」
は
そ
の
翌
年
の
七
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
安
永
の

改
章
の
折
に
は
こ
の
よ
う
な
音
の
体
系
化
の
意
識
は
ま
だ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
強
和

と
も
に
左
之
分
か
」
の
「
か
」
と
い
う
表
現
や
、
一
箇
所
を
「
名
未
知
」
と
し
て
い
る
所

に
も
、
こ
れ
が
前
々
か
ら
の
構
想
で
は
な
く
、
こ
の
頃
に
考
え
始
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
直
恒
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
改
章
事
業
の
後
に
、
体
系
的
な
音

楽
理
論
の
必
要
性
を
感
じ
て
、
謡
の
音
階
論
形
成
に
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
「
謡
ノ
音
儀
」
と
「
十
段
之
音
」

「
謡
ノ
音
儀
」
と
「
十
段
之
音
」
の
異
同
を
、
先
に
「
十
段
之
音
」
の
特
徴
と
し
た
五

点
に
そ
っ
て
検
証
し
よ
う
。
音
名
は
便
宜
的
に
「
十
段
之
音
」
の
数
字
を
使
う
こ
と
に
す

る
。

①
音
高
を
示
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

「
十
段
之
音
」と
同
じ
で
あ
る
。音
の
表
記
は
フ
シ
の
表
記
と
未
分
化
で
音
名
も
定
ま
っ

て
い
な
い
。

②
ツ
ヨ
吟
ヨ
ワ
吟
と
も
一
つ
の
音
階
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

「
強
和
と
も
に
左
の
分
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
吟
の
違
い
を
考
慮
し
た
上
で
、

音
階
構
造
と
し
て
は
両
吟
同
じ
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。十
段
音
法
の
基
本
方
針
が

こ
の
時
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③
音
名
に
つ
い
て

「
十
段
之
音
」
と
の
違
い
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

ⅰ
．
名
未
知

「
十
段
之
音
」
で
「
シ
ホ
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た
九
の
音
が
、
こ
こ
で
は
「
未
だ
名
を

知
ら
ず
」と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
組
織
図
が
直
恒
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証

左
に
も
な
ろ
う
。
低
い
音
域
で
さ
ら
に
声
を
落
と
す
、限
ら
れ
た
箇
所
で
し
か
謡
わ
れ
な

い
音
に
は
名
前
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
名
未
知
」
で
あ
る
ゆ
え
に
名
を
書
か
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
三
の
音
の
「
ヒ

ゾ
リ
」
は
、こ
の
時
に
決
め
ら
れ
た
の
は
な
く
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
呼
称
と
い
う
こ

と
も
わ
か
る
。「
テ
ラ
ス
」
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
直
恒
と
し
て
は
「
ヒ
ゾ
リ
」
の
方
が

馴
染
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

ⅱ
．
中
・
ウ

こ
こ
で
は
五
を
「
中
」、六
を
「
ウ
」
と
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
十
段
之
音
」

本
文
で
は
六
を
「
実
は
中
音
と
い
ふ
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、五
を

「
中
」、
六
を
「
ウ
」
と
す
る
表
記
は
、
当
時
の
謡
本
で
は
一
般
的
で
あ
り
、
六
の
音
は
八

の
音
か
ら
浮
く
と
い
う
意
味
で
「
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
直

恒
は
謡
本
の
表
記
に
従
っ
て
こ
の
図
を
書
く
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、表
記
と
音
名
が
未
分

化
な
状
態
で
あ
る
。

ⅲ
．
ハ
ル

「
十
段
之
音
」
本
文
で
「
謡
の
正
音
」
と
し
て
最
初
に
説
明
さ
れ
て
い
た
四
の
音
が
、

こ
こ
で
は
「
ハ
ル
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
上
音
と
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

当
然
な
が
ら
、
上
・
中
・
下
の
三
つ
の
主
要
音
を
中
心
と
す
る
構
造
も
、
ま
だ
築
か
れ

て
い
な
い
。謡
の
音
を
体
系
的
に
把
握
す
る
試
み
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
な
の
で
あ

る
。
ハ
ル
は
声
を
張
る
と
い
う
意
味
か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、音
位
と
し
て

は
上
音
を
指
し
、中
音
以
下
の
音
域
に
お
い
て
一
時
的
に
上
音
へ
上
る
こ
と
を
指
示
す
る

記
号
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
直
恒
は
音
位
を
表
す
の
で
は
な
く
、謡
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま

記
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
音
位
や
音
高
と
フ
シ
、記
号
の
未
分
化
が
こ
こ
に
も
表
れ

て
い
る
。
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ⅳ
．
ク
ル
（
カ
ン
）

「
十
段
之
音
」
で
最
高
音
に
付
け
ら
れ
た
「
甲
ノ
ク
リ
」
と
い
う
名
は
未
だ
な
く
、「
ク

ル
」
よ
り
更
に
高
い
音
、と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
カ
ン
」
と
注
記
す
る
だ
け
の
形

に
な
っ
て
い
る
。
前
後
す
る
が
、寛
政
四
年
の
『
十
段
音
法
聞
書
』
の
音
説
明
で
は
、「
甲

ノ
ク
リ
」
は
「
私
の
名
」
と
さ
れ
て
お
り
、
他
家
で
は
「
乱
曲
の
ク
リ
」
や
「
二
重
ク

リ
」
と
い
う
、
と
あ
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
行
観
世
流
の
「
甲
グ
リ
」
と
い

う
音
名
は
直
恒
に
発
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

原
図
（
写
真
2
）
の
左
に
は
《
自
然
居
士
》
の
ク
セ
の
一
節
「
し
か
れ
ば
舩
の
せ
ん
の

字
を
公
に
す
す
む
と
か
き
た
り
」
が
書
か
れ
、「
き
み
に
す
す
む
」
の
「
き
」
で
「
カ
ン

ノ
ク
リ
」、「
す
」
で
「
ク
ル
」、「
む
」
で
「
ハ
ル
」
に
な
る
こ
と
が
ゴ
マ
点
と
共
に
丁
寧

に
記
さ
れ
て
い
る
。
甲
グ
リ
の
フ
シ
が
い
つ
頃
か
ら
謡
わ
れ
た
か
は
定
か
で
な
く
、明
和

本
で
も
カ
ン
グ
リ
の
表
記
は
な
い
。
甲
グ
リ
の
例
だ
け
を
こ
こ
に
書
い
た
の
は
、直
恒
自

身
が
こ
の
フ
シ
に
注
意
を
要
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、こ
の
音
を
使
っ
た

謡
い
方
が
一
定
の
パ
タ
ー
ン
の
も
と
に
整
備
さ
れ
、一
つ
の
フ
シ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
定

番
の
フ
シ
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
こ
の
頃
、す
な
わ
ち
明
和
か
ら
安
永
の
頃
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

③
数
字
化
に
つ
い
て

一
見
し
て
分
か
る
通
り
、数
字
化
は
全
く
さ
れ
て
い
な
い
。
数
字
化
と
い
う
合
理
的
で

独
創
的
な
考
え
が
芽
生
え
た
の
は
い
つ
ご
ろ
だ
ろ
う
か
。
数
字
化
の
目
的
は
、
音
位
、
音

高
、
音
程
な
ど
を
概
念
化
し
て
明
確
に
示
す
た
め
で
あ
り
、
数
字
を
使
っ
て
音
楽
理
論
を

正
確
に
分
か
り
や
す
く
説
き
広
め
る
た
め
で
、『
そ
な
へ
は
た
』
で
は
そ
れ
が
実
現
さ
れ

た
。「
謡
ノ
音
儀
」
で
も
音
の
配
置
は
十
段
で
あ
る
が
、「
謡
ノ
音
儀
」
か
ら
『
そ
な
へ
は

た
』
の
「
十
段
之
音
」
へ
は
大
き
な
飛
躍
が
あ
る
と
い
え
る
。
十
段
音
法
と
は
、単
に
音

を
十
段
に
配
置
す
る
こ
と
で
は
な
く
、音
を
数
字
化
し
て
こ
そ
の
理
論
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

④
音
の
性
格
を
規
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て

音
を
機
能
と
属
性
で
分
類
し
て
い
る
点
も
、
そ
れ
を
表
、
裏
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
点
も
「
十
段
之
音
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
十
段
之
音
」
で
は
表
、裏
の
文
字

が
二
列
の
上
部
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、こ
こ
で
は
下
部
に
小
さ
な
字
で
補
説
的
に

書
か
れ
て
い
る
。「
十
段
之
音
」
の
方
が
音
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
意
識
が
強
い
と
い
え

る
。な

お
「
音
儀
」
と
い
う
言
葉
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、『
乱
（
蘭
）
曲
十
章
』
と
い
う
伝

書
に
三
個
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。『
乱
曲
十
章
』
は
、
近
義
と
い
う
名
（
姓

不
明
）
の
人
物
が
岩
井
直
恒
に
依
頼
し
て
書
き
送
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
伝
書
で
、こ
れ

に
近
義
自
身
の
解
説
を
加
え
た
も
の
が
、明
治
二
二
年
の
浅
井
喜
次
郎
有
直
に
よ
る
転
写

本（14）
と
、明
治
三
九
年
檜
書
店
刊
の
『
古
訓
集（15）
』
下
巻
へ
の
復
刻
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、『
乱
曲
十
章
』
は
服
部
宗
巴
が
観
世
黒
雪
の
言
を
記
録
し
た

も
の
を
、
直
恒
の
父
道
修
が
宗
巴
か
ら
借
り
て
書
き
写
し
、
自
身
の
言
葉
も
交
え
て
編
集

し
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
家
伝
の
書
を
直
恒
が
写
し
て
近
義
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
道

修
の
奥
書
は
寛
文
八
年
、
近
義
の
奥
書
は
寛
政
七
年
で
あ
る
。「
音
儀
」
の
用
例
は
『
乱

曲
十
章
』
本
文
の
み
に
あ
り
、
近
義
の
解
説
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

『
乱
曲
十
章
』
で
の
「
音
儀
」
は
、「
ク
ル
と
入
と
は
其
音
儀

0

0

同
じ
け
れ
ど
も
」
の
よ
う

に
音
高
、音
位
の
意
味
の
ほ
か
「
実
（
実
音
）
と
虚
（
虚
音
）
と
の
音
儀

0

0

を
学
び
得
る
こ

と
是
謡
曲
上
達
の
最
初
な
り
」な
ど
広
い
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
黒

雪
か
宗
巴
、
ま
た
は
道
修
の
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
父
道
修
の
書
に
直
恒
が
手
を

加
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
音
の
「
儀
」、
す
な
わ
ち
規
準
を
定
め
る
と
い

う
考
え
が
、
い
か
に
も
直
恒
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。

四
、「
十
段
音
法
」

「
十
段
之
音
」
は
、「
十
段
音
法
」
と
い
う
名
に
変
わ
っ
て
、
大
西
家
に
伝
わ
る
『
あ
や
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は
と
り
』
と
題
す
る
写
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る（16）
。『
あ
や
は
と
り
』
は
、
イ
ロ
と
い
う
謡

の
装
飾
技
法
に
つ
い
て
記
し
た
伝
書
『
あ
や
は
と
り
』
と
、同
じ
く
イ
ロ
の
法
則
を
記
し

た
『
色
之
定
法
聞
書
』、
そ
し
て
十
段
音
法
を
解
説
し
た
『
十
段
音
法
聞
書
』
の
三
つ
を

合
写
し
た
本
で
、直
恒
の
高
弟
で
あ
る
君
家
義
知
に
よ
っ
て
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に

書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に「
秘
蔵
の
書
に
候
へ
ど
も
御
執
心
に
よ
っ
て
書
写

し
進
し
候
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、誰
か
の
依
頼
を
う
け
て
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
十

段
音
法
聞
書
』
が
寛
政
四
年
以
前
の
い
つ
成
立
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、「
十
段
之

音
」
よ
り
も
「
十
段
音
法
」
の
方
が
発
展
的
で
あ
り
、直
恒
の
音
階
理
論
の
最
終
的
な
形

を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
以
下
の
考
察
で
述
べ
よ
う
。『
十
段
音
法
聞

書
』
を
含
む
『
あ
や
は
と
り
』
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
大
谷
節
子
・
高
橋
葉
子
「『
あ
や

は
と
り
』
解
題
と
翻
刻
―
京
観
世
岩
井
直
恒
音
曲
伝
書
」（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝

統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
『
謡
を
楽
し
む
文
化
』
所
収
。
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

Ⅰ
「
十
段
音
法
」
の
特
徴

図
3
に
「
十
段
音
法
」
の
図
を
翻
刻
し
た
が
、原
本
で
は
こ
の
部
分
を
真
中
に
は
さ
ん

で
各
音
か
ら
線
が
両
外
側
に
長
く
伸
び
て
お
り
（
写
真
3
参
照
）、
そ
の
線
の
先
に
そ
れ

ぞ
れ
の
音
の
基
本
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。（
先
引
の
、
ヒ
ゾ
リ
や
甲
ノ
ク
リ
を
「
私
の

名
」
と
す
る
説
明
も
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
。）
そ
の
後
に
改
め
て
個
別
の
フ
シ
や
イ
ロ

に
関
す
る
法
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
十
段
音
法
」
と
『
そ
な
へ
は
た
』
の
「
十
段
之
音
」
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、「
十
段

音
法
」
で
は
数
字
よ
り
音
名
が
大
き
く
書
か
れ
、
上
・
中
・
下
の
三
つ
の
主
要
音
が
よ
り

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
異
な
る
の
は
二
点
で
あ
る
。
一
点
は
九
の
音
を「
中

呂
」
と
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
呂
」
と
い
う
最
も
低
い
音
に
対
し
て
、
呂
ほ
ど
は

低
く
な
い
、
中
く
ら
い
に
低
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
シ
ホ
ル
」
を
や
め
た
の
は
下
掛

の
そ
れ
と
の
混
同
を
避
け
た
た
め
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
定
か
で
な
い
が
、「
シ
ホ
ル
」
と

い
う
、
謡
う
時
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
と
づ
く
感
覚
的
な
言
葉
で
命
名
し
た
音
を
、「
中
呂
」

と
い
う
音
高
、つ
ま
り
音
階
上
の
位
置
を
表
す
言
葉
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
音
階
音
が
よ

り
体
系
的
に
整
理
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

も
う
一
点
は
、
上
部
の
表
・
裏
の
文
字
の
横
に
そ
れ
ぞ
れ
陽
・
陰
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
陰
陽
論
は
直
恒
の
音
楽
理
論
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ

る
。
謡
の
声
音
の
表
裏
の
概
念
が
陰
陽
論
か
ら
来
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る

が
、
そ
れ
を
表
記
し
た
こ
と
で
、
こ
の
音
階
論
の
思
想
が
明
確
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
陰
陽
の
二
つ
の
文
字
は
、音
の
性
格
を
説
明
す
る
と
と
も
に
十
段
音
法
の
思
想
を

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
「
十
段
音
法
」
を
最
終
的
な
形
と
判
断
で
き
る

の
で
あ
る
。

Ⅱ
十
段
音
法
の
そ
の
後

京
都
で
は
能
と
は
別
に
素
謡
が
広
く
親
し
ま
れ
、謡
の
技
法
が
特
に
発
達
し
独
自
の
表

図
3
「
十
段
音
法
」

写
真
3　
「
十
段
音
法
」（
大
西
家
蔵
『
十
段
音
法
聞
書
』
よ
り
）
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現
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。近
代
に
な
っ
て
そ
の
独
特
の
謡
い
方
と
芸
風
は
京
観
世
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、岩
井
家
も
他
の
四
軒
の
謡
専
門
の
家
と
と
も
に
京
観
世
五
軒
家
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
岩
井
家
は
明
治
二
二
年
に
芸
事
上
断
絶
し
た
が
、筆
頭
弟
子
の
大

西
家
一
門
は
そ
の
後
も
岩
井
派
の
謡
を
継
承
し
、大
正
三
年
に
常
磐
会
謡
本
と
い
う
独
自

の
謡
本
を
発
行
し
て
い
る
。
先
引
の
『
謠
曲
秘
伝
書
』
は
、こ
の
常
磐
会
謡
本
の
解
説
書

と
し
て
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
が
、
同
書
に
お
い
て
十
段
音
法
は
根
本
的
な
規
則
と
さ

れ
、図
3
と
ほ
ぼ
同
じ
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
曲
毎
の
フ
シ
の
説
明
に
も
十
段
の

数
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
十
段
音
法
は
岩
井
派
の
謡
の
指
針
と
し
て
大
正
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
が
、

当
時
観
世
流
の
謡
の
全
国
統
一
を
進
め
て
い
た
二
四
世
宗
家
元
滋
の
意
向
を
受
け
て
、大

正
一
五
年
に
、
大
西
一
門
も
つ
い
に
岩
井
派
の
謡
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ

た
。
以
来
直
恒
の
音
楽
理
論
も
表
舞
台
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
段
音
法
の

「
上
・
中
・
下
」
の
音
名
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
音
構
造
の
把
え
方
は
、
そ
の
後
の
観
世
流

の
音
楽
理
論
の
基
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

十
段
音
法
は
、江
戸
中
期
に
形
成
さ
れ
た
音
階
論
と
し
て
先
駆
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
名
前
の
な
か
っ
た
音
に
名
前
を
付
け
て
音
階
音
と
し
て
認
知
し
、そ
れ
を
数
字
に

置
き
換
え
て
概
念
化
し
正
確
で
明
快
な
理
論
展
開
を
行
っ
た
。現
代
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
に

よ
る
音
階
論
に
繋
が
る
よ
う
な
、
音
の
性
格
に
よ
る
構
造
分
析
を
示
し
て
も
い
る
。
音

高
・
音
程
を
明
示
し
な
か
っ
た
点
は
、
理
論
の
未
熟
で
は
な
く
謡
の
思
想
の
現
れ
で
あ

り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
謡
が
追
求
す
る
表
現
や
、
謡
の
音
楽
的
変
化
の
仕
組
を
解

明
す
る
糸
口
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

音
階
を
実
測
値
で
は
な
く
規
範
的
構
造
と
し
て
示
し
、実
態
を
運
用
形
と
す
る
体
用
論

的
な
考
え
方
は
、音
階
論
そ
の
も
の
に
関
わ
る
現
代
的
な
問
題
も
提
起
し
て
い
る
。
例
え

ば
三
宅

一
は
、
昭
和
一
四
年
の
著
書
『
謡
の
基
礎
技
術
』
で
、
ツ
ヨ
吟
の
下
ノ
中
・
下

音
間
に
音
高
差
の
あ
る
音
階
を
「
本
格
的
と
目
す
べ
き
謡
ひ
方
の
規
準
」
と
し
、す
で
に

音
高
差
の
な
く
な
っ
た
当
時
の
実
態
を
「
運
用
」
と
し
て
書
き
分
け
て
い
る
が
、
昭
和

二
六
年
の
著
書
『
節
の
精
解
』
で
は
も
は
や
運
用
形
の
み
を
も
っ
て
ツ
ヨ
吟
音
階

0

0

と
し
て

お
り
、
音
階
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
著
し
く

変
形
し
た
現
代
の
ツ
ヨ
吟
の
実
態
を
も
っ
て
ツ
ヨ
吟
音
階

0

0

と
す
る
考
え
方
も
検
証
さ
れ

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

音
楽
理
論
は
そ
の
音
楽
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
る
か
と
言
う
こ
と
と
不
可
分
で

あ
る
。そ
の
意
味
で
世
阿
弥
か
ら
現
代
に
い
た
る
謡
の
音
楽
理
論
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、謡
の
音
楽
そ
の
も
の
の
研
究
に
と
っ
て
も
必
要
で
有
効
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

末
筆
な
が
ら
貴
重
な
資
料
の
写
真
掲
載
を
快
諾
下
さ
っ
た
所
蔵
者
の
大
西
智
久
氏
と
、

種
々
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
大
谷
節
子
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注1　
『
能
劇
の
研
究
』（
横
道
萬
里
雄
、一
九
八
六
年
岩
波
書
店
）
七
九
頁
に
よ
る
。「
文
秋
譜
」
に
つ
い
て

は
同
書
所
収
の
「「
文
秋
譜
」
の
能
音
階
」
参
照
。

2　

高
桑
い
づ
み
「
下
間
少
進
手
沢
車
屋
本
節
付
考
」（『
能
・
狂
言　

謡
の
変
遷
』（
二
〇
一
五
年
檜
書

店
）
所
収
）

3　

天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
西
森
六
兵
衛
・
吉
田
徳
兵
衛
刊
。「
弓
・
禾
」
な
ど
の
表
記
で
、
版
本
と

し
て
は
初
め
て
ツ
ヨ
吟
と
ヨ
ワ
吟
の
別
を
示
し
た
。

4　

三
浦
庚
妥
編
。
昭
和
五
〇
年
臨
川
書
店
刊
の
影
印
・
翻
刻
版
に
よ
る
。

5　

久
枝
茂
喬
序
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
三
七
―
97
。

6　

池
内
と
廣
瀬
が
紹
介
し
て
い
る
『
そ
な
へ
は
た
』（
紹
介
当
時
は
『
そ
な
へ
き
』
と
誤
読
）
が
同
一
本

で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
転
載
文
で
見
る
限
り
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
直
恒
自
筆
の

大
西
家
蔵
本
は
平
仮
名
書
き
で
あ
る
の
に
対
し
、
両
人
の
本
は
片
仮
名
書
き
で
、
大
西
家
蔵
本
と
文

章
の
異
な
る
所
が
あ
る
。
従
っ
て
池
内
と
廣
瀬
の
『
そ
な
へ
は
た
』
は
大
西
家
蔵
本
を
底
本
と
し
た

も
の
で
は
な
く
、
別
の
経
路
で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

7　

岩
井
家
の
興
亡
と
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
の
経
緯
、
お
よ
び
直
恒
の
明
和
本
批
判
に
つ
い
て
は
大
谷
節

子
「
京
観
世
岩
井
家
の
明
和
本
批
判
」（『
能
と
狂
言
』
二
〇
〇
八
年　

能
楽
学
会
）
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

8　

直
恒
が
上
音
を
壱
越
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
廣
瀬
政
次
は
「
現
在
の
謡
か
ら
考
へ
る
と
甚
だ
低
い
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と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」（『
観
世
流 

節
の
研
究
』
一
九
六
頁
）
と
し
、
音
楽
学
者
の
山
口
庄
司
も
「
理

解
で
き
な
い
」（『
能
音
楽
の
研
究
・
地
方
と
中
央
』
一
九
八
五
年
音
楽
之
友
社
。
二
四
四
頁
）
と
し

て
い
る
が
、
直
恒
の
言
う
壱
越
は
「
一
点
ニ
」
と
解
す
べ
き
で
、
現
代
で
は
む
し
ろ
高
め
で
あ
る
。

し
か
し
現
代
の
男
声
に
よ
る
謡
で
も
こ
れ
に
近
い
高
さ
で
謡
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
、
決
し
て
「
理
解

で
き
な
い
」
高
さ
で
は
な
い
。
ま
た
直
恒
自
身
も
『
そ
な
へ
は
た
』
の
中
で
自
分
の
声
は
人
よ
り
高

い
方
だ
と
言
っ
て
い
る
。

9　

増
補
訂
正
相
続
者
大
喜
多
信
秀
の
名
で
、
大
正
三
年
常
磐
會
よ
り
刊
行
。
大
正
五
年
に
没
し
た
大
西

閑
雪
の
講
話
集
を
も
と
に
し
て
い
る
。
信
秀
は
閑
雪
の
孫
。　

10　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
四
〇
―
15
〜
17
。

11　

大
西
家
蔵
『
覚
書　

明
和
六
巳
丑
年
』。
大
谷
節
子
氏
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

12　

大
西
家
蔵
。
大
谷
節
子
氏
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

13　

大
西
家
蔵
『
天
明
二
壬
寅
年
六
月　

直
恒
聞
書
』。
大
谷
節
子
氏
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

14　
『
閑
曲
実
伝
録
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
三
七
―
87
。

15　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
三
七
―
111
。

16　

大
谷
節
子
氏
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

本
稿
は
二
〇
一
三
年
一
二
月
の
六
麓
会
一
二
月
例
会
で
の
発
表
「
岩
井
直
恒
「
謡
の
音
儀
」
と
「
十
段

音
法
」」
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
ま
た
京
観
世
研
究
会
ゴ
マ
点
部
会
（
藤
田
隆
則
・
丹
羽
幸
江
・
筆
者
）
の

研
究
成
果
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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Development of Noh music scale theory in the mid-Edo period
-A study of the “ Ten scale rule” by Naotsune IWAI

TAKAHASHI Yoko

Naotsune IWAI (1728-1802), an outstanding Kanze school Noh actor in Kyoto in the mid-Edo period, was 

also an exceptionally talented theorist.  One of the most impor tant written records on utai that he edited is 

“Sonaehata” (1786), which, in and of itself, is a precious primar y source of the Noh music scale of the time.  

“Sonaehata” provides a systematic explanation of the structure and notation method of Noh music.  It also 

describes IWAI’s music theor y based on his epoch-making “Ten scale rule”.  

This paper illustrates the process by which IWAI developed his Noh musical scale theor y and examines 

its characteristics and significance.  It also explores his consciousness and philosophy towards Noh musical 

scales and pitch.

Keywords: utai, music scale, Kyō-Kanze, written records of utai 


